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身近な地域のフィー ルドワークに特化した地理学授業の試み
－キャリアデザイン科目での実践を中心に－
 杉　山　伸　一
Experimenting with Specialized Local Community 
Fieldwork Programs as Part of the Geography 
Curriculum: Implementation of the Carrier Design Course
 ShinichiSugiyama
１ ．はじめに
　教職課程で地理学や地誌学を受講する学生に、中学校・高校で学習した地理の授業につ
いて尋ねてみると面白くなかったという否定的な意見が大部分を占める。教師主導の「一
方通行的な一斉授業」や、プリント穴埋め学習主体の「受け身の授業スタイル」から中々
脱していないからだ。そうした状況を少しでも改善するために、教職課程を履修する学生
に対して、自主的・能動的に学ぶ「アクティブ・ラーニング」の手法を取り入れ、フィー
ルドワークに特化した地理学授業の実践を進めてきた。
　大学の地理学授業でフィールドワークを取り入れることの重要性について、これまで
辰巳（₂₀₀₅）、戸井田（₂₀₀₇）、深見（₂₀₁₀）、中牧（₂₀₁₂）などによって実践研究が進め
られてきた。
　本報告は、キャリアデザインの授業での取り組みを中心に、学生が主体的に取り組むこ
とができるにはどうすればよいか、実践的な研究からアプローチしたものである。
２ ．大阪学院大学における地理学授業とキャリアデザイン科目
　本学では地理に関する授業科目として１年次・２年次の共通科目「地域地理学」や「自
然地理学」等があるが、選択科目であり、学生が全員履修するわけではない。教職課程履
修生の中にも上記科目を履修せずに２年次から３年次にかけて教職必修科目である「地理
学」「地誌学」を履修する状況である。なかには、高校で地理を履修しなかった学生も半
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数以上存在している₁）。これらの学生は中学１年で地理的分野を学習して以来、６年間の
空白期間を経て大学で地理を学ぶという状況になっている。学生たちに地理のイメージを
聞いてみると、地理は苦手で難しいと答える学生が多い反面、大学で学ぶ地理学は非常に
範囲が広く、何をテーマにしても地理として追及していくことが可能であるという期待感
も少なからず持っている。大学で地理を学び直すことによって、地理という科目が日常生
活と非常に密接な関係があり、「実学として役に立つ学問である」という意識をまず学生
たちに持たせることから進めていくべきだと考える。
　このような現状から、学生たちに地理学の専門的な内容をそのまま教え込むことはか
えって逆効果になり、ますます地理嫌いの学生を拡大再生産していくだけである。大学で
地理学を専攻していない学生や、高校で地理を履修していない学生でも無理なく学習して
いくにはどうすればよいか。それには、地理に対する固定された先入観・イメージを払拭
する手立てとして、身近な地域をテーマとして、能動的に自分の目で地域の実態や課題を
見ていく習慣をつけさせることからスタートしていかなければならないと考える。しかし
ながら、大学の地理学や地誌学の講義だけでそれを実践していくことは困難である。
　そこで、本研究においては、中学校社会科・高等学校地理歴史科の教員を目指す学生を
対象に、身近な地域のフィールドワークに特化した科目「キャリアデザインⅡ・Ⅲ」の中
で、授業時間内に完結できる授業を実施することにした。そして、この授業実践を通し
て、学生たちの意識がどう変わってきたのか、実践から得られた成果を報告し、今後に向
けた課題と方向性について検討する。
３ ．キャリアデザイン科目におけるフィールドワークに特化した授業
　本学では₂₀₁₄年度後期から教職課程の中学校社会科、高等学校地歴科教員希望者を対象
に地理学・地誌学の教職必修科目と併行して、身近な地域のフィールドワーク（地域調
査）に特化した「キャリアデザインⅡ・Ⅲ～フィールドワーク～」を前期と後期に分けて
実施している₂）。（第１図参照）　受講学生は４～６名と少人数のためフィールドワークを
行うには最適な規模である。経済学部・国際学部・法学部所属の学生が大半で、地理学専
攻ではないが、既に地理学・地誌学を履修している者も多く、まちづくりや地域活性化へ
の興味・関心が高い。週２回（火３講時と水５講時）の授業の中で、火３講時は教室での
事前準備・事後発表にあて、水５講時は₁₆時₁₀分から₁₇時₄₀分までの₉₀分の中で、前期・
後期合わせて₂₀回のフィールドワークを実施した。（第１表参照）
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第1図　地理学・地誌学・キャリアデザインⅡ・Ⅲの授業内容
第1表　フィールドワーク実施内容（キャリアデザインⅡ・Ⅲ）２0１4年後期～１5年度前期
実施日 場　　所 コ　　　　ー　　　　ス
₁₀月８日 ① JR 吹田駅周辺
JR 吹田駅⇒旭通商店街⇒吹田さんくす⇒片山商店街⇒大和大
学⇒メロード吹田⇒アサヒビール吹田工場⇒（地下道）⇒ JR
吹田駅
₁₀月₁₅日 ②天神橋筋商店街
阪急天神橋筋六丁目駅⇒（アーケード）⇒天五中崎通商店街
⇒ JR 天満駅⇒天満市場⇒関西大学リサーチアトリエ⇒地下鉄
南森町駅
₁₀月₂₂日 ③千里中央周辺
阪急山田駅⇒デュー山田⇒（モノレール）⇒千里中央駅⇒せん
ちゅうパル⇒ LABI 千里⇒千里阪急⇒千里セルシー⇒北大阪急
行千里中央駅
₁₀月₂₉日 ④茨木市中心部
JR 茨木駅⇒立命館大学いばらきキャンパス⇒茨木市役所⇒茨
木神社⇒茨木小学校⇒阪急本通商店街⇒東本願寺茨木別院⇒阪
急茨木市駅
₁₁月５日 ⑤江坂周辺
JR 新大阪駅⇒（駅ナカ見学）⇒地下鉄江坂駅⇒（土地利用調
査）⇒旧ダイエー本社ビル⇒東急ハンズ江坂店⇒江坂東急イン
⇒地下鉄江坂駅
₁₁月７日 ⑥岸辺・正雀周辺
大阪学院大学⇒阪急正雀駅⇒薫英学園⇒阪急電鉄正雀工場
⇒ JR 岸辺駅北口再開発地区（吹田操車場跡）⇒大光寺⇒旧中
西家住宅⇒大学
₁₁月₁₉日 ⑦中津駅・茶屋町
地下鉄中津駅⇒旧東洋ホテル⇒阪急中津駅ガード下⇒済生会病
院⇒ちゃやまちアプローズ⇒梅田ロフト⇒阪急梅田駅
₁₁月₂₆日 ⑧ JR 野田駅周辺 JR 野田駅⇒新橋筋商店街⇒（アーケード内店舗調査）⇒イオ
ン SC 野田阪神店⇒阪神野田駅高架下商業施設⇒阪神野田駅
₁₂月₁₀日 ⑨西九条・九条
JR 西九条駅⇒安治川海底トンネル⇒きらら九条商店街⇒地下
鉄九条駅⇒ナインモール九条商店街⇒京セラドーム⇒ JR 大正
駅
₁₂月₁₇日 ⑩梅田周辺
JR 大阪駅⇒ディアモール⇒大阪駅前第１～４ビル⇒地下鉄西
梅田駅⇒リッツカールトン大阪⇒阪急東通り商店街⇒阪急梅田
駅
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実施日 場　　所 コ　　　　ー　　　　ス
１月₂₁日 ⑪庄内周辺
阪急庄内駅⇒駅東口商業地区⇒豊南市場（市場内店舗調査）⇒
駅西口商業地区（商店街見学）⇒大阪音楽大学⇒阪急庄内駅
４月₂₂日 ⑫ JR 福島駅周辺 JR 福島駅⇒福島聖天通商店街⇒あみだ池筋⇒（旧大和田街
道・梅田街道）⇒鷺洲中公園⇒ JR 野田駅
４月₂₈日 ⑬京橋・森ノ宮
JR 京橋駅⇒京橋東商店街⇒桜小橋東⇒（国道１号線）⇒新京
橋商店街（旧京街道）⇒（環状線）⇒もりのみやキューズモー
ル⇒ JR 森ノ宮駅
５月₁₃日 ⑭天王寺・新今宮
JR 天王寺駅⇒あべのハルカス⇒大阪市大附属病院⇒動物園前
商店街⇒山王市場通商店街⇒飛田本通商店街⇒ JR 新今宮駅
５月₂₀日 ⑮西宮市中心部
JR 西宮駅⇒（国道２号線）⇒阪神西宮東口駅跡地⇒札場筋⇒
宮水と酒文化の道⇒西宮神社えびす宮⇒阪神西宮駅
５月₂₇日 ⑯空堀・松屋町
地下鉄谷町六丁目駅⇒空堀商店街⇒松屋町筋⇒（地球儀専門店
見学）⇒瓦屋町⇒国立文楽劇場⇒地下鉄日本橋駅
５月₃₀日 ⑰千林商店街
地下鉄千林大宮駅⇒大宮商店街⇒千林商店街⇒（ダイエー１号
店跡地付近見学）⇒今市商店街⇒京阪千林駅
６月６日 ⑱寺田町周辺
JR 寺田町駅⇒近鉄河堀口駅⇒桑津⇒林寺⇒生野本通商店街⇒
源ヶ橋温泉⇒生野銀座商店街⇒ JR 寺田町駅
６月₂₃日 ⑲鶴橋・桃谷
JR 鶴橋駅⇒鶴橋本通（鶴橋卸売市場）⇒御幸通商店街（コリ
アタウン）⇒平野川⇒御幸森小学校⇒桃谷商店街⇒ JR 桃谷駅
７月３日 ⑳淡路周辺
阪急淡路駅⇒東淡路商店街（駅東口）土地区画整理事業⇒城東
貨物線ガード⇒淡路本町商店街（駅西口）⇒阪急淡路駅
 （注）キャリアデザインⅡについては、₁₀月～１月までの後期開講
 　　 キャリアデザインⅢについては、４月～７月までの前期開講
　授業中に実施したアンケートによれば、フィールドワークや地域学習を小学校・中学
校・高校を通じて経験した学生は、第２図に示したように、₃₂名中₂₄名があると答えてい
第2図　小学校・中学校・高校でのフィールドワーク・身近な地域調査の学習状況
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るが、そのほとんどは小学校での身近な地域の学習や安全マップ作りに限られている。中
学校の地理の授業で「身近な地域の調査」を経験した学生は₃₂名中８名しかおらず、高校
ではほとんどの学生が経験していない₃）。
　特に、₂₀₁₄年度後期実施の「キャリアデザインⅡ」の参加学生に聞くと、全員がこれま
で中学・高校時代を通して一度もフィールドワークを経験したことのない初心者であっ
た。はじめのうちはフィールドノートの存在も知らず、何をメモすればよいのかもまった
くわからない状態であった。しかし、１回目・２回目と少しずつ経験を積んでくると、学
生の方から積極的に取り組む姿勢が見られるようになった。本授業では₉₀分間で完結する
フィールドワークを目指し、１つのテーマにしぼって実施した。共通のテーマとして「都
市内部の商業地域の比較」に限定し、大学から電車・バスを利用して₃₀分以内に到着でき
る地域を設定した。現地での滞在時間は₆₀分であるが、意外に多くのことが観察・発見で
き、現地での簡単な聞き取り調査も十分可能である。（第３図参照）
第3図　フィールドワーク実施場所（キャリアデザインⅡ・Ⅲ）
国土地理院発行₂₀万分の１地勢図（京都及大阪、和歌山）を一部修正
注　地図中の番号１～₂₀は第１表の①～⑳に対応
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　実際にこれまで経験したことのない学生にとってみれば、とまどうことも多かったが、
意欲は徐々に高まってきた。フィールドワークを重ねるごとに「地域を見る」ことの楽し
さ、「地域の違いを比較する」ことの難しさを実感していったようだ。
4 ．フィールドワーク実施後の学生の変化
　一連のフィールドワークの授業を通して学生に要求したことは以下の４点である。①自
分の目で現地を見て、自分なりの視点で地域に対しての「課題意識」を考えさせる。②自
分自身が見て、気の付いた点や疑問点は、些細なことでも必ずフィールドノートにメモと
して「記録」する習慣を徹底させる。③フィールドワーク中は必ず手元に地図（地形図）
を持たせて自分の目で現地を見て、その場で手書きのルートマップを書かせる。④毎回の
フィールドワークの終了後は、必ず１～２枚程度の報告書（レポート）の提出を義務づけ
る。実際に、これまで講義主体の授業を受けてきた学生にとってみれば、毎週１回、
フィールドワークを実施することについて、最初のうちは苦痛であったようである。しか
しながら、回数を重ねるごとに、学生たちの意識も変化してきた。商店街や町並みを調べ
ることによって、積極的に取り組む姿勢は徐々に高くなってきた。商店街での簡単な聞き
取り調査などにも積極的に参加するまでになった。
　この「キャリアデザインⅡ・Ⅲ」において、前期・後期の各フィールドワーク実施後、
学生たちから「地理教育とフィールドワークの可能性」について、以下のような意見が寄
せられた。
○　 大学に入学して地理学のイメージは変わった。何故なら、前までは「地理」という言
葉を聞いたとき、第一印象に浮かぶのは「地図と暗記科目」という面白くない感じで
あった。しかし、この授業を通して、フィールドワークをすることにより、「教室で
勉強し暗記する」というイメージはなくなり、「外に出て、現代社会について学ぶ」
ことができ、今後自分の将来に役立つ科目に変わった気がする。
○　 高校までは基本的に地図帳や教科書を見て→覚えて→暗記したら→テストするという
流れだった。大学では自ら足を運んで街を見るだけではなく、その土地の様子につい
て経済的な視点から見て、調査するということが出来るようになった。フィールド
ワークを通して外に出て肌で感じることは大切だと思うが、ただ見るだけにならず、
意識的に見て調査することを心がけるようにしたい。知識だけでなく、経験として生
徒の中に残るような地理学習が大切だと思う。
○　 地域として地理学を見ていく上ではフィールドワークは必要だと思う。江坂に行く前
に授業で「江坂＝ビジネス街」という印象を受けたが、頭の中だけではイメージしに
くかった。しかし、実際にフィールドワークで江坂に行くことによって実感した。
フィールドワークを行うことによって頭の中のイメージはより鮮明となる。また、
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「地理は範囲が広い」という意識が私の中にある。地理学は中学校・高校で学習する
地理の延長線上にある学問だと感じている。大学で地理学を学ぶには、中学校・高校
で学習した地理の知識がなければわからないことも多い。これからの地理教育に必要
なこととして地理という科目には「わかりやすさ」と「学習内容の整理」が大切だと
思う。
　₂₀₁₄年後期と₂₀₁₅年前期の各₃₀回の講義とフィールドワークを終えての感想からも、学
生たちの「地域をみる意識の変化」が明らかに読み取れる。（資料 １ フィールドワーク
参加学生の感想の一部参照）
　フィールドワークを経験することによって、最初の頃はただ商店街を歩くだけで終わっ
ていた学生たちも、徐々に現地でフィールドノートをとるようになり、気が付いたところ
は必ずメモをしたり、デジタルカメラで景観を写したりすることが日常的になってきた。
そして、彼らなりの地域に対する「課題意識」が芽生えてきたことが最大の成果であっ
た。₃₀回の授業終了後は、以下のテーマでキャリアデザインⅡ・Ⅲのレポート提出を求め
た。
「衰退した商業地域・商店街を再生するために必要なこととしてどういう方策が考えられ
るか。これまでのフィールドワーク実習で見てきた地域を例にしながら、自分なりの視点
でまとめなさい。なお、取り上げた地域の地図を必ず入れること。」
　学生たちが提出したレポートの内容を見てみると、最初の頃と比べて明らかに進歩の跡
が見られた。身近な地域を自分の眼で見ることで、自分の意見を自分の言葉で書くことが
出来るようになった。また、地図の書き方についても最初の手書きの地図から比べて、工
夫のあとが随所に見られ、徐々にわかりやすく見やすい地図に変わってきた。
　身近な地域のフィールドワークを中心とした授業を続けていく中で、これまで地理にあ
まり興味・関心を持てなかった学生でも、教え方次第で、地理に対する苦手意識やネガ
ティブな見方を徐々に変えていくことは十分に可能であることが分かった。これまでの授
業実践から得られたことをもとに、以下の点に着目して授業計画・授業内容について提案
したい。
　①　まず中学校・高校までの地理の固定されたイメージ・先入観を取り除く授業の構築
が必要である。そのためには、身近な地域のフィールドワークを地理学関連の授業を通し
てできるだけ経験させること。これまでにも、大学での地理教育におけるワンポイント巡
検の大切さが指摘されてきたが、授業時間内に出来るだけ多くの地域を見ることは、たと
え短時間の経験であっても「地理的な見方・考え方」を学ぶ上では非常に大切である。特
に、全体を俯瞰して地域を大局的に見る姿勢や、商店街や商業地域を比較・分析すること
は、地理学を学ぶ上で大きな要素の一つであると考えられる。
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　②　地理は実学で日常生活にも、他の学問を学ぶ上でも非常に役立つものであるという
認識を実感として学生たちに持たせることである。そのためにもフィールドワークに特化
した授業は非常に有用である。これまで持っていた地理に対するネガティブな意識が少し
ずつ変わってきたことが今回の実践を通して実感できた。難しいことを教え込ませる授業
から、身近な地域についての疑問や問題点を学生たちの視点で主体的に考えさせることが
出来る授業へ変えていくことが大切である。
5 .　問題解決型のフィールドワークの構築に向けて
　フィールドワークを取り入れた授業は、これまでキャリアデザインⅡ・Ⅲの中で実施し
てきた。授業終了後には、受講生の意識が事前と事後でどう変わってきたのか、自己評価
を実施し客観的な学習に対する評価を行うことが大切である。フィールドワークを行った
だけで終わりというのではなく、毎回の実践によって、何が変わり、何が課題として浮か
び上がってきたのかの検証が必要となる。
　そこで、キャリアデザインⅡ・Ⅲでのフィールドワーク実習終了後に、自己評価シート
を作成して、実習前と後での意識の変化を書かせた。合わせて、学校現場で、身近な地域
のフィールドワークをどう活かしていくことが出来るかを尋ねた。（第４図参照）
【自己評価シート】あなたは、フィールドワーク実習の授業を通して課題意識や取り組む姿
勢が実習前と後ではどう変わりましたか。
１．フィールドワークを経験したことによって、地理に対するイメージは変わりましたか
【 かなり変わった ― やや変わった ― 同じ ― あまり変わらなかった 】
どこが変わったか具体的に
２． あなたが社会科（地理）の授業を担当したら、フィールドワークをどう取り入れていけ
ると考えますか
【 できるだけ取り入れたい ― 条件が整えばしたい ― 現状では難しい 】
難しい理由
３． 今回のフィールドワークを経験して、あなたが一番成果をあげたこと、身についたこと
は何ですか
第4図　フィールドワーク授業を終えての自己評価シート
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　フィールドワークを経験したことによって、地理に対するイメージがどう変わったのか
聞いてみると、やや変わった（₇₅％）、かなり変わった（₂₅％）の順となり、以前と同じ
（０％）、あまり変わらなかった（０％）であった。この結果から、地理に対するイメージ
は、以前と比べて肯定的・前向きなものに変化してきたことは評価されるが、実際の学校
現場で、中学校・高校の地理の授業の中でフィールドワークを取り入れていくことを聞い
てみると、条件が整えばしたい（₅₈％）、現状では難しい（₂₅％）、できるだけ取り入れた
い（₁₇％）の順となった。（第５図参照）
　中学や高校の生徒を引率し、校外へ連れていくことには、安全面からも十分に配慮する
必要があり、かつ₅₀分程度の授業時間中での実施は難しいと考えている学生が多い。
　一方で、筆者の経験からも地歴部などの部活動や、総合的な学習の時間、特別活動の一
つである野外活動での実施については十分可能である。そのためには、教える側の十分な
下調べや、フィールドワークの実施が必要となる。大学での授業の中で少しでも経験を積
んでおくことが重要な鍵となる。
　アクティブ・ラーニングを取り入れた主体的・能動的な学習を積極的に取り入れていく
ことが指摘されている現状からも、地理の授業を通して、問題解決型のフィールドワーク
を取り入れた授業の構築は今後不可欠なものになってくるといえよう。（第６図参照）
第5図　フィールドワーク実施後のアンケート結果
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６ ．考察
　₂₀₁₄年後期からスタートした「キャリアデザインⅡ・Ⅲ」で、フィールドワークを経験
したことのない学生を対象に試行錯誤しながら実践を進めてきた。「身近な地域」に限定
したフィールドワークに対して、最初のうちはとまどいや違和感があった学生たちも、
徐々にフィールドノートでメモをとり、地図を見る習慣があたりまえに出来るまでになっ
てきた。また、教室での講義・作業・現地でのフィールドワークを通して、課題設定⇒調
査⇒考察⇒レポート作成の学習スタイルが出来る手ごたえを感じた。フィールドワークを
積極的に授業に取り入れることにより、学生主体のアクティブ・ラーニングを実践するこ
とがより可能となるといえよう。
　また、これまでの実践から注意すべき点として、教師側からあまり多くのことを教え込
まないことが大切であることを実感した。はじめのうちは、商店街の店舗構成やコンビニ
第6図　問題解決型のフィールドワーク授業へ向けての授業プラン
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の立地状況などをいくつか事例をあげて提示する程度にとどめ、あとは学生たちにテーマ
を考えさせることが大事である。学生たちに主体的に考えさせ、責任感を持たせること
で、次回からの調査の企画・立案を任せることが可能となる。学生自らがやらされている
という受け身の姿勢から、自分たちが目的意識・課題意識を持って行うことから始めるべ
きである。経験を積み重ねることによって、地理の授業を通して学生自らが実感できるよ
うなフィールドワークに繋げていくことが主体的な学びの一歩となるのではないか。
フィールドワークの経験を経て
大阪学院大学法学部４年生男子
　私は、杉山先生のキャリアデザインⅡ・Ⅲの講義におけるフィールドワークに参加して、
さまざまなことを学びました。私の大学では地理系統の学部がありません。そのため、教職
課程の「地理学」や「地誌学」等の講義においてしか地理を専門的に学ぶ機会はありません
でした。昨年より、教職課程向けのキャリアデザインⅡが開講され、フィールドワーク中心
の講義ということを杉山先生が説明されていたので、興味を持ち講義を履修しました。講義
におけるフィールドワークのテーマは、『身近な地域』でした。最初は、大学周辺の大阪府
内の地域から始まり、最終的には大阪に近い兵庫県の一部をフィールドワークするまでにい
たりました。
　₁₅回ほどのフィールドワークを経験して、フィールドワークの楽しさを理解しました。具
体的な感想を述べると、地域によって街並みが違うのは当然のことながら、生活様式や人の
雰囲気も違うので、一つ一つの街の特徴を知ることができる楽しさをフィールドワークの講
義を通して感じました。また、楽しさだけではなく、地理学的な勉強になることはもちろん
のこと、若い世代への教育にもつながると思いました。近年は、携帯電話の発達によりス
マートフォンが普及しています。今の若い世代は、ネットでの情報でしか理解していない部
分もあります。フィールドワークの講義では、私のような今の若い世代にとっては、ネット
では知ることのできない情報がたくさんありました。教室の中で資料やネットを利用して一
つの街を調べてみることも大切ですが、地図を手にして調べたい街に訪ねることが、どれだ
け大切なのかを知りました。目的の街まで自分自身の足で歩いていき、自分の目で実際の街
を調べることで、ネットでは知りえない多くのことが発見でき、より奥深くまで街のことを
理解できました。フィールドワークの講義では学習面の部分だけではなく、仲間の大切さに
も気付かされることになりました。最初は、個人で講義を受けていても良いと考えていまし
た。しかし、フィールドワークにおいては個人プレーでは一つの視点でしか街を見ることが
できないということに気付きました。そのことによって、街に対する見方が偏ったものにな
り、街の捉え方も一方的なものになりがちでした。しかし、複数の視点や意見などを聞くこ
とによって、一つの地域や街に対するイメージや捉え方が変わりました。新しい視点や考え
方なども学ぶ機会になりました。何よりも、講義の受講学生との仲間意識や協調性などの
フィールドワーク以外でも大切なことを学べたことが大きいと思いました。私は、フィール
ドワークの講義において、実際に肌で感じてみるということがどれだけ大切なのかを理解し
ました。また、フィールドワークで調べた街と自分が住んでいる街の違いは何なのかという
ような疑問を持つようになるなど、多角的な考え方ができるようになりました。地理という
イメージしにくい分野をフィールドワークによって、身近に感じるようになりました。
（現　公立中学校　特別支援学級担当教員）
資料1　フィールドワーク参加学生の感想の一部
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キャリアデザインでの経験について
大阪学院大学国際学部４年生女子
　私は、社会科教員を目指す学生が受けることのできるキャリアデザインⅡ・Ⅲの講義を受
講しました。キャリアデザインⅡ・Ⅲでの講義では、杉山先生と一緒にフィールドワークを
行い、千里ニュータウンや商業施設の研究をしました。このキャリアデザインの講義は、経
済学部・法学部・国際学部の社会科教員を目指す学生が受講しており、週２回の計₃₀回のう
ち半分をフィールドワークに充て、もう半分をフィールドワークの下調べをしてみたり、近
辺のスーパーやマンションや住宅情報誌の比較をしました。
　比較研究を進めると地域性や客層によって価格や商品が異なる等の特徴がだんだん見えて
きて興味が湧きだしました。商店街の中でも、シャッター通りが進んでいるところと繁盛し
ているところにはどんな違いがあるのか考えてみたり、自分たちならどんな選択をして買い
物に行くか？などの研究についても大学付近の岸辺から吹田、天満など大阪府だけでなく、
西宮など兵庫県にも出掛けて比較しました。
　また、フィールドワークだけでなく、時には将来教員になった際に、「修学旅行の決定や
下見などを自分ならどんなプランを考えるか？」という題でディスカッションをしたりもし
ました。
　このキャリアデザインの講義は、「社会科」という教科の中でも「地理」や「地誌」の分
野を学び、「生徒指導」等の指導方法についても学びました。教職を目指す人だけの科目は
専門科目しかなかったのですが、キャリアデザインが開議されてからは、教員になるための
情報がたくさん知ることができ、自分の夢に近づくきっかけとなりました。
　私自身、社会科の中でも地理には興味がありませんでしたが、杉山先生の授業を受ける度
に新しい発見があり、地理学の楽しさを知りました。地理学の楽しさを知るまでの私は、地
図すら読む気にはなれず、苦手意識さえも持っていましたが、興味を持つきっかけがあれ
ば、いつでも苦手意識は消えることに気づきました。苦手意識をどのような分野でもなくす
には、少しでも自分に結びつけるよう、生徒には指導していきたいと思いました。
 （現　私立高校　地歴科教員）
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写真1　教室での地図作業の様子⑴
写真3　教室での地図作業の様子⑶
写真5　フィールドワークの様子（空堀商店街）
写真7　フィールドワークの様子（JR 吹田駅）
写真2　教室での地図作業の様子⑵
写真4　教室での地図作業の様子⑷
写真6　フィー ルドワークの様子（新京橋商店街）
写真8　フィー ルドワークの様子（天五中崎通商店街）
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付　記
　本論は、₂₀₁₅年₁₁月の₂₀₁₅年度人文地理学会大会（於・大阪大学）において口頭発表し
た内容に加筆し、修正したものである。
注
１） 地理学、キャリアデザインⅡ、進路指導概論の各受講生₃₅名中₁₈名が高校での地理に
ついては未履修。４名が未回答であった。
２） フィールドワークを取り入れた授業は、キャリアデザインⅡ・Ⅲの授業以外では、教
職科目の地理学（４単位）の中で、授業時間内に JR 岸辺駅・阪急正雀駅周辺地域と
JR 吹田駅周辺地域で２回実施している。
３） アンケート調査は、地理学、地誌学、キャリアデザインⅡ・Ⅲの受講生計₃₂名に実施
した。
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